
f三体詩幻雲抄jを通してみる室町時代における

漢籍流布の状況

劉 玲

O はじめに

漢籍(r:p国の古典)が初めて日本に伝わったのは、遅くとも 5世紀以前(大庭・王(1996)

8ぺ)、または 6世紀初の頃(神田(1987)9ぺ)とされる。奈良時代に入って、 j英籍が

大規模にもたらされるようになり、それ以降江戸時代にいたるまでの長い間、種々の漢

絡がB本に伝わっていた。近頃出された厳 (2007)によれば、現在B本における蔵書機

関と個人蔵書に存する漢籍(明代と l現代以前のもの)はおよそ 10000余部あるという。

日本における漢籍流布の状況について、大庭・王(1996)は奈良・平安時代、鎌倉・室

111日時代、江戸時代の三期]に分けて検討・している。そのうち、室町時代について、当時

僧侶の開にどのような漢籍が読まれていたかを把握するには、「禅僧の講義録である抄

物類を調査して、そこに参照される漢籍を調べる必要があるだろう。ただ本稿では、そ

の資料の所在を指摘するに留めておく J(67べ)とし、明確に抄物資料を調査する必要

であると指摘している。ただ、現在までそのような調査研究2がまだ見ない。
さんたいしげんうんしょう

本稿では、内閣文庫蔵天文五 (536)年写『三体詩幻雲抄j(以下「幻雲抄Jと11洛す)

を資料にして、抄文中に引用された漢籍に注目する。例えば、以下は幻雲抄の巻頭絶句「華

清宮jについての抄文である。そのうち、 (1) と (2)では、「江南jの意味について「村

云J(希世霊彦の説)と「関云J(闘技景藍の説)を掲げており、そこに「楽天詩Jと『唐
音遺響jを51いている。 (3) では、 f華清宮jの命名由来について f玉海jから関連の

記録を51いている。

(1)江南村云江南ハ無尽ノ義アリトモ玄亙蓋抱阜窓叡久之芸員支fIえ~

芸道場事Eえ~長良定j遺言ノ\ 若欲赴江南者 出向レハ 即江南路ナルヘキ

ソ JI9IJ1Fニテ云ソ [94-1~ 2J 3 

(2)鞠云藍童違笠刻庖鋤企弘想会民主支え見返題悪事認し去民民先見返

j( 与楽天詩i司意也 [94-3J

(3)養案主盗4五十八注金芝ふぷ窓tsl1幻ニ丘二丈ぷ斐東克定免 [88-7J
幻雲抄において、このようにほとんど毎頁に漢籍の引用が見られる。本稿では、幻雲

抄における漢籍引用の状況を調査することを通して、全体から室u日1時代における漢籍流

布の状況を把握してみたい。具体的に、 1節で、先行研究について紹介し、まとめる。
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2節で、幻雲抄に関する情報及び幻雲抄を研究資料・とした理由について述べる。 3節で、

幻雲抄に引用された漢籍の種類について説明し、本稿の研究対象とその様相について観

察するo 4節で、調査の結果を示し、幻雲抄における漢籍引用状況をまとめながら、室

IHJ時代における漢籍流布の状況を検討する。 5節で、本稿で明らかにしたことをまとめ、

今後の課題を述べる。

1 先行研究

本節では、まず、一般に漢籍流布の状況を研究する際の方法を紹介する。次に、室IllT

11寺代における漢籍流布の状況に関する研究をまとめる。

1 - 1 漢籍流布の状況について研究する際の方法

当該Il寺代にどのような漢籍が流布しているかについて、一般に二つの方法を用いてい

る。一つは実物考証、すなわち現存する漢籍の実物を調査する。例えば、本来 30巻あ

った『王勃集jは後に散供したが、内藤(1964)5は正倉院の蔵書において遺j苦使によ

って704年に持ち帰ったと見られる官室長、本が存するということを明らかにした。また、

n立科学校遺跡図書館蔵漢籍善本iヨ録j(1966)、f宋元文化与金沢文JIlf展資料目録j(1977) 
など種々の漢籍iヨ録類はその蔵醤:機関に保存されている漢絡によって作られるもので、

当該時代に流布する漢籍の模様がある程度知られる。また、前記のj践 (2007)では、日

本に現存する漢籍 10000余部について、漢籍ごとに付けた「按語Jや fl討録Jから日本

に流布する版本やl時期jなどの情報を読み絞れる。

もう一つは文献資料の考察、すなわち当該時代に残された文献資料を検討して、その

中に使用されている漢籍を見出すという手法である。もし、文献資料の1=1=1に漢籍の許名

がそのまま残っている場合であれば、当時にその漢籍が流布していることが自明である。

例えば、周知の通り、『万葉集』巻 5に収録されている山一1:::1意良の fix樹自京文Jには

f在世大j君、執甚子此主主主云 蹟平前大守北海徐玄方之女 年十八歳市死 其霊長部

活馬子日...J f威勢如海計t為責哉遊1111溜臼 九泉下人一銭不n1'I'"Jとあり、 f枕草
子j第 197段には「蓄は、主集。茎;選、新賦。皇室、五帝本紀。願文。表。博士の11ヨ文。j

とあり、『徒然草j第 13段には「文は、文選のあはれなる巻々、自氏文集、老子のこと

ば、南華の篇。jとあるように、『志怪記j(下線を ~I いた)などは記されており、それ

らは当時に流布していた漢籍だと判断できる。一方で、は、上記のように直接に漢籍の書

名が記されていなくても、その文言や述作について考察することによって推定すること

ができる。例えば奈良時代における漢籍について、!珂m(1954 (171べ))では、聖徳
太子の憲法十七僚にある「有j付之訟如石投水。乏者訴1J;J、水投石。Jという文言は李康の

『運命論ja文選j(巻27に収録))にある「其言也、如以水投石、英之受也0 ・・・其言也、
如以石投水、英之逆也。Jに拠ったものと述べ、「文選の伝来を証するものなりJと指摘し、
小島(1962~ 1965)では rs本書紀jの述作にあたって『毛詩jや『文選jなど80種
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ほどの漢籍が参照されたと推定したように、それらの漢籍が当時に読まれていたはずで

ある。

なお、かつて流布していた漢籍は後世に散供してしまうケースが少なくないことを考

f議すれば、文献資料の考察という方法は実物考証と比べて、より科学的であり、当時漢

籍流布の状況を如実に反映することができると考えられる。したがって、本稿では、こ

の文献資料の考察という方法を用いる。

1 -2 室町時代における漢籍流布の状況に穏する研究

前文に挙げた呂本そしてi宇宙における蔵書機関や個人によって作られた漢籍自録類

によって日本に流布する漢籍の大概が知られ、参考しうるが、それらは室町時代に限る

ものではない。室UQ"時代を対象として具体的に検討するものとしては、主として、以下

のような研究が挙げられる。

①JII瀬(1970)では、現存する五LU版のうち、漢籍(外典)として 78種を指摘し、

またその現存の伝本を列挙し、解題を施している(同著解説篇)。そのうち、経部 14種、

史部6種、子部 12種、集部46種ある。

②厳(1992)では、五山時代四百年の問、日本の僧侶たちが中国の文献資料を日本に

伝える最も主要な担い手である (36ペ。原文を省く)と指摘し、五山僧によって中国

から持ち帰られた漢籍を一部紹介している (46 ぺ~48 ぺ)。そのうち、建仁寺住持の

天輿清啓らが 1464 年に中国訪問の際に Iy~ji持政府から贈与された審物の目録においては

漢籍が11種ほど、策彦j苛良(1501~ 1579) の iヨ記 r:fり~i度集j と『再渡集j においては

自ら購入したり友人から贈与された漢絡について 17種ほどの書名を掲げている

①大庭・王(1996)では、「鎌倉・室IlIT!lJ]の僧侶と中国古典籍jの節において、室IIQ"

II寺代の僧侶の日記である『庶jl号:EI録j(季弘大叔)、 f蔭涼軒目録j(相国寺鹿苑院議涼II汗

の産代軒主の公用日記)、 n比雲iヨ件録抜尤J(瑞渓j詞鳳)の三つを誠べ (62~ 66べ)、
それらに記されている漠絡を合わせて 55種掲げている O また、足利学校・金沢文庫・

妙覚寺常住 iヨ典・内藤出JWi博士!日蔵現杏雨書屋:の蔵書を調べ (67.~ 70べ)、室町時代

に渡来した宋元IYiの貴重な版本を合わせて 30余種指摘している。

④陳小法 (2007)では、「禅僧開設的漢籍jの節 (273~ 285ペ)において、当Il時i時寺に

告科禅i手i僧のi出問古淘jに流布する漢籍を支知知i臼1るには一つ一つ存禅手何イ首の著f作11乍r:の仁中i

有効な方法の一つでで、ある(包27η3べ。!原京文を省く)と指摘したj上二、 m人雲日件録抜尤』か
ら漢籍を 65種見出し(前記①の種類数と少々違う)、中に『論語Jrlm書jなど儒学関
係の書物及び歴史書、文学関係ないし老荘関係の書物が含まれている (309ペ)と述べ

ている。

⑤下 (2010) では、天 I~き竜洋ー(1422 ~ 1500)が編んだ『錦繍段J(中国の唐代から明

代の詩の選本)を取り上げ、 rr錦織段j入選詩歌的中国来iJJiUの節 (353~ 360ベ)に
おいて、 f陪陥室釘i

脅番:及ぴ方志の類と多方而にわたつて合わせて 5幻7種のi漢英籍を指J捕高し、それら当時の日本
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に広く流布し読まれていた (359ペ)と述べている。

以上の先行研究のうち、実物考証という方法を用いたもの(①と①の一部)と、文

献資料の考察という方法を月3いたもの(②、①の一部、③と①)の両方がある。重後を

除けば、合わせておよそ 165種 7となる。しかし、本稿の調査でわかるように、幻裳抄

に引用された漢籍の審物は 266種も数え、先行研究の 165種を大将に越えており、先行

研究にはない漢籍が数少なくない。現段階では、まさに陳 (2007)の指摘通りに、種々

の文献資料を調査研究の対象として捜し求めていくべきである。これこそ、室町時代に

おける漢籍流布の状況を全体から描かれるようになるだろう。本稿では、これまでまだ

扱っていない抄物資料に着目し、試みる。

2 幻雲抄に関する情報及び幻雲抄を研究資料とした理由

三体詩(高宋のj詩弼編のj吾詩選本)とその諸本 8 (f増注本jなど計三種)、 El本への

伝来(南北朝時代)、三体詩の抄物(約 18種)、幻雲抄の基本的情報などについては、

すでに翻 (2005a)・劉 (2005b)・劉 (2009) において坪井(1977) と谷津(1977) に

よって度を重ねて紹介した。ここでは、要点のみを表lにまとめる。

{表1]幻雲抄に関する情報

成立事情:先人の三体詩の所説を五i1J僧の月舟寿桂(号は幻雲、 1460~ 1533)が

集成し、その弟子の継天寿散が整理・補記して大永七年(1527)に成った。い

わゆる取り合わせ抄物と言う。

使用テキスト:中田祝夫編・抄物大系所収影印本 f内閣文庫蔵天文五年写本 三体
詩幻雲抄1(坪井氏の解説を1)討す)。五n日・からなり、抄文は 47頁より約 565頁。

底本:国立公文書館内閣文庫所蔵天文五年 (1536)写「増註唐!i若手色匂三体詩法幻雲
抄J、数人の手による転写本。

j原典・通常「増注本J(天i思注に袈j夷注を加えた)という。幻雲抄は涼典の巻ーに
収めた七言絶句(174首)についての抄。

体裁:1京典の本文(詩題・詩人名・詩本文・天鰭注・裟炭注の 5項目)と抄文を併

載。原典の本文は天地に余白を持つ方形の~辛抱長内に醤;かれ、抄文はほとんどが

その枠線の後にほぼ紙面いっぱいに小文字で書き込まれている。一部、枠線内

や枠線外(つまりそのi当選)に書き込まれた抄文がある。

幻雲抄を本稿の研究資料とした理由については、以下の通りである。

一つ自は、幻雲抄は天文五年書写で、現存する室町時代の古写本として貴重である

とされている(坪井(1977)615ぺ)。

二つ目は、幻雲抄には江i!.9竜派、希i立-霊彦、桃源、瑞1111など著名な学僧 9を含む 30余

人の所説を含む。したがって、五山僧全体の読書の模様を知ることができ、それにより

当時に一般に流布する漢籍を把握することができる。
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三つ自は、幻雲抄においては、原典の5項EI(表1を参照)をめぐり、詩人の履歴・

用字用語や詩句・事物や地名・異文や誤記、更に作詩の規範や方法など実に多方面にわ

たって、漢籍を大量に博引傍証しながら解釈説明をするのが幻雲抄全巻を通して見られ

る特徴 10の一つである(劉 <2009)58ペ。原文を省く)。後述するように、幻雲抄に引

用された漢籍，は 266種で、計2060筒所である。

以上の 3点からして、幻雲抄を本稿の研究資料とした。

3 お雲抄に引用された漢籍の種類と本稿の研究対象

本節では、まず、幻雲抄に引用された漢籍の種類について説明する。次に、本稿の研

究対象を述べ、その様相について観察する。

3-1 r著作集jの類と「単一の詩文jの類とする分類
実際、すでに鶴 (2005a)・鶴 (2005b)において述べた通り、幻雲抄に引用される漢

籍 11の種類として、大きく「著作集jと「単一の詩文jの二つに分類できる。「著作集J

の類とは、その漢籍の書名を引用文の直前または直後に記している場合である。例えば、

前掲の (2)(3)では引用文(~線を引く)の直前に書名(一一線をヲ j く)のわ吾音遺響j

と f玉海jが記されており、次の (4)では引用文の直後に書名の『関元遺事jが記さ
れている。

詩人の名前の後にその表題や詩句を示している場合である 13 例えば、前掲(1)と次

の二例では、詩人名である「楽天Ji老杜Ji刻爵錫Ji孟郊jの後に詩句を示したり、「楽
天想東遊五十前Ji文IJ爵錫手[1令狐相公jのように詩題も合わせて示す。

(5)行議云々 雪樵本云 二句言明皇毎歳十月与賞妃向輩 必幸嬢!JJ 故主主登孟

老毛主と5

なお、「単一の詩文Jの類のうち、その他の書物からヲiいた可能性も想定できるもの

がある。例えば、 (5) に見る「文IJ馬錫 手IJ令狐相公詩jについては、前掲 (2) に見る

通りに『唐音遺響jからヲiいた笛所が幻雲抄に存在している。幻雲抄においてこの書物

からの引用が合わせて84箇所(96-10/112-14など)もあるということを考え合わせれば、

(5)はわ苦音遺響jからヲiいた可能性があり得ないわけでもない。また、 (6)の孟郊「春

風得意)，1訳者疾 一日看尽長安花jという勾は、実は以下に示す『唐才子傍jゃ f五燈会

元jなど多数の審物に記されている匂である。 fJ吾才子侍jは幻雲抄において最も多く
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引用された (51-9/98-12/169-1など計 167箇所)漢籍であふまた、?五燈会元jは五

山版として!怪安元 (1368)年に刊行され(JII瀬(1970)321ぺ)、?弘幸喜iヨ件録抜尤jに

宝徳三(1451)年より以降に三回も書名を書き器められている(瞭小法 (2007)275ぺ)。

つまり、この二譲二は当日寺禅林でよく読まれた諮:物だろうことを考えれば、五山僧なら誰

でも孟郊のこの匂を自にしたことがあり、人口に檎表する著名な匂だろうから、 /:11典を

一々記さないのも不思議ではない。

(7)其初登第今日:r昔日蹴離不足i法今朝!蛾恩無涯。蓬恩返蓬道遊鬼一乙足乏
道芝乏造。JoU'吾才子侍(J巻5)
(8)上堂 挙:rr金!時日経j云:r 1911告須菩提、f$f所国土、所有衆生若干種心、如来悉
知。何以故?如来説、諸心皆為非心、是名為心。J~会弘?寒J1箆忍患越恋人、二

足是足乏乏迄。Jo(r五燈会元j巻20)。

3-2 本稿の研究対象とその様相

先に述べたように、「単一の詩文Jの類のうち「著作集Jの類に入れても可能なのも

のがあるが、本稿では、「著作集Jの類のみを研究対象としたい。

幻雲抄に見える「著作集jの類の様相は実に複雑でLある。以下に説明していく。

一つ自に、引用形式についてである。そのうち、前掲の (2)(4)のようにその議:名 14

n吾音遺響j や rr，fl元遺事jだけを記すのもあれば、 (3)r玉海: 五十八Jのように巻数
も記したり、次の諸例においては「皇朝名公詩人常複淡路j司イ，j~酎序 J r毛詩 二 終
)!fRJ r太平蹟記二百三十六 引明皇雑録Jr玉海二十四 濡岳関中記Jのように寧や
節、篇目(条)などをも{井記するのもある。

(9)幻詩 !日抄云 見玉屑 而按玉屑無此事不足為設又按皇i知名公詩人奇抜波

!場周伯弼序云詩之鉢衆失而絶句一体小部調f~工(後i略) [555-4J 

(10)毛詩二終風衛荘美傷己也云々 不能正也 [108-4J

(11)題下注命瞭湯中幻按主主墜量二百三十六引 Iy~皇雑録云(中 11洛)上甚恐

遂命撤去 而蓮華至今僅存 又嘗於宮中置長湯数十IN]J.歪(後i略) [89-3 ~ 6J 

(12)関中養按玉海二十四鴻岳関I=!:J記13 秦西j"j，臨|鶏為限(後!晴) [305-14J 

一部、以下のように「里仁篇Jr章荘侍」と章や篇目(条)だけだが、抄文中におけ
る前後の引用関係から、書名の『唐才子傍jや『論語注疏jをi略したと考えられる場合

もある。

(13)懐恵、又里仁篇子日 君子慎徳、孔日懐安也ノト人懐土子し日重選(後

略) [149-11J 

(14)幻按才子侍張鼎博章鵠亦進需無遇退而有守者詩各一巻又室主盤

荘自来成都 尋得杜少陵所j苦涜花渓故主1:(後I!洛) [545-14J 

二つ自に、書名の記し方である。間ー表2を参照されたいが、通称のほかに当時に行わ

れる略称・別称・異名などと思われるものを使われることが少なくない。例えば、以下

に「事類緊Jr事文Jと記したのは、『事文類来J(後掲 (22)) と通称される漢籍である。
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(1 5) 寒食養按霊墾~前集巻入ヲ i粥楚議時記臼去冬至ー百五日 !!P有疾風甚

雨諮之寒食(後略)f206-1J 

(16)紫陽受卒前集十人 出居易藤宮高詩高々騒山上有宮朱楼紫閤殿三四重

[100-9J 

三つ自に、漢籍の引用はたいてい原典の本文が表示される枠線後の抄文に現れている

が、次の二パターンのものが少数ある。一つは、抄文の安注か書き入れに見られる。例

えば、次の(17)は本Jにおける f苔J11学海jに収めた何1&瑚鈎詩話jの引用だが、「鴎

殴争訟jの「殴J字のを芳には (18)のように f玉篇iの解釈を51いている。もう一つは、
枠線内そして枠線外に響き込まれた抄文に見られる。例えば、 (19)は枠線外に誼かれ、

当該詩の作者!窪亀家について f才子傍jをヲlいてあり、 (20)は枠線内に置かれた抄文で、

原典の注にある「東楼jについて[勝覧jをヲiいて説明している。

(17)雪本珊瑚i詩話百川学海巳集中耳1&1明鈎詩話巻第二杜牧詩云雨明12.9百八十

寺(中略)避老差役為私計耳 以故)舌積貨財食毒酒色超越乏詑公然為之

部弊未有j品開問者有識之士釘~I嘆息、於此 [115-3~ 6J 

(18)般於口反撃撞打也主筆 [115抄文中]

(19)字魯望姑蘇人才子停第八[196枠線外]

(20)墜去十五寧i誼府宣城郡部不載東楼又云北楼謝IYt建 [276枠線内]

12.9つ呂に、以上の諸例においてはいずれもその漢籍ーから原文をヲ!いている場合だが、

一方、 (21)~ (24)のように、議:名だけを記し、その沙諸普から原文をヲiいていないとい

う場合がある。中には、一部 (25)~ (27)のように、抄文の穿注か書き入れ、また枠

線内そして枠線外に書き込まれた抄文にも見られる。

(21)村云 11出場ノ殿ト 主選ニ議也 [246-8J

(22) (前11陪)位シ此事彼ニ載タルコト 処々ニ 諸典ニアリ 詳ニ記タル処ヲ可考

養諮 麻姑壌記克子主主墾塁前集三十三[409-5J 

(23)二十五絃進室郊記養按荘子人間世田(後!!洛) [109-5J 

(24)村ー云少一人三字ハ皇室ニテ アルヲ 今ヤワラケテ用ハ妙也 [405-9J

(25)見盗塁童話杜牧章 [115-1抄文中J16 

(26)幻諮非也唐i舵12.9己亥耳金盤通盤以貞元十一年作巴亥葦万筆誤也可作

乙亥 又盗益通盤j吾紀作乙亥 [369枠線外]

(27)拘体主星吉野之J幼匂 霊法遼遠亦謂之掬字格 劫猶挟也 [567枠線内]

これらは、その漢籍に所在するまたはその漢籍を閲覧し参照したと理解できょう O 便

宜上、そうした漢籍の原文を51いて示す場合を「引用型Jと、漢籍のj京文をヲiいていな

い場合を「参照型jとiJ乎ぶことにする。

以上述べてきたように、幻雲抄の仁iコに引用される漢籍のうちに、その漢籍の書名を記

している「著作集jの類と、その書名を記していない「単一の詩文jの類の二種類が見

られるが、本稿の研究対象とするのは「著作集jの類のほうであり、中に「引用型jと「参
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!需型Jが含まれる。なお、「参照型jにあって「引用型Jにないのはわずか 12穏である

( I討録2と隙録3に 線をヲiいた)。

4 調査の結果と分析

本節では、まず、「著作集」の類を対象にした調査結果を述べる。次十こ、関査結果に

基づいて、幻雲抄における漢籍引用(以下では「著作集jの類に限っていう)の状況に

ついて検討し、それによって室町時代における漢籍流布の状況を把握してみるo

4-1 調査の結果

幻雲抄においてどのような漢籍が引用されているかを調べてみた(有効頁数は約

565頁)。調査の結果は表2の通りである。なお、 -IITIのみの調査で、少々;決りがあろ

うことを断っておく。

{表2]研究対象とした「著作集jの類についての調査結果

引用型 | 参照型 | 総計
262種、 1729笛所 I 77種、 331笛所 I 266種、 2060箇所
(※笛所数は延べ数。 J英籍の同一部分を数IITJiJIく場合は数箇所とする)。

すなわち、合わせて 266種あり 17、2060箆所ほど見られている。そのうち、その漢

籍から原文を ~I いて示す円 1m型J は 262 穂、 1729 笛所あり、またi~籍から)jR文を引

いていない「参照型Jは77種、 331館所ある。ちなみに、本稿の研究対象ではないが、
前文で紹介した「単一の詩文J18の類では、作者91名のもので、 280笛所ある。
表2に示したそれら 266種の漢籍について、 1m部分類法によって経理すると、表3の

ようになる。

{表3]四部における分布 (1著作集Jの類)

~ I F!H\~ 参照型 総計

経部 23種、 269箇所 11種、 34箇月? 24種、 303笛所

史部 38種、 440箇所 13種、 86笛所 41種、 5261:蛮所
A.lmJも車類に書名の見え
るの

子宮1) 63種、 261館所 18種、 35笛所 65種、 306笛所

集部 78種、 476笛所 26種、 129笛所 83種、 605箇所

203韓、 1445館所 64慈、 284笛所 203種、 1729笛所

B.lill庫類に書名の見えないもの 59種、 284iiiii所 13種、 47笛所 63種、 331筒所

士m会u、 262種、 1729iiiii所 77種、 3311'富所 266種、 20601笥所

(※「計JはAの場合の総計を、「総計JはBを含めた場合の総計を示す)
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I A.lm産類に書名の見えるものjと IB.四庫類に書名の見えないものjとに分けて

みたが、その際に以下に掲げる四庫類の資料によった。

!四虫産全醤

}欣伏夫輯?四庫全審審-線線、自提要補正i上海書庖出版社 1臼99悌8 頼績f修i四虫庫全書編纂委員曾.

復旦大学!騒留建審:館古籍部 f綾修沼j庫車全書書::iIi主総患目銭索引;上海古籍籍，出j版坂社2却O∞Oω3 臨
庫禁殻筈叢叢e干刊リ編著纂写委員曾 n四zg庫禁鍛議替ご叢干刊リ索素ヲiはi北京;出卦!版坂社 1玲99兜8 四庫禁般
蓄叢干刊!せj報補i編編纂委員曾?四庫禁殻書叢干刊リ補編:線自録Ja四j車禁般書叢干iJ補編j第
90 jllt附録)北京出版社2005 1m庫全書存自叢書編纂委員曾 rlm庫全書存自叢書

呂録索iJU斉魯番社 1997 思庫全書存!ヨ叢害補編編纂委員曾 nm庫全書在日叢
警報i編:目録索iJlJ斉魯書社 2001 北京臨書館編打文淵間四産全害補選j一一

様文津掲四庫全書:有lU北京l醤!議:館出版社 1997 四部叢干iJ 総自j(初編・二編・

三編)上海警応 1984~ 1985 nm部備要総白j台湾中華書局民国 57~ 71年
そのうち、 IA.lm庫類に書名の見えるものjとしたのは次の(ア)か(イ)のいず

れである。 i討録2に掲げた。

(ア)幻雲抄に見られる漢籍の書名はこれらの資料に収めているものと一致する。

例えば、1M掲 (2) W事文類楽jは子部類書類に、 (8)r唐音遺響jは集部総
集類に全く同名のものが見える。計94種。

(イ)幻雲抄の書名はこれらの資料に収録しているものとは全く一致するのではな

いが、同一種の書物だろうと判断できる。例えば、 (5) n~耳元遺事j は子部

小説家類に見える n~}~元天資遣事j で、 (20) W少微通鑑jは史部編年類に見

える『少微通錐節安jで、(12)r毛詩jは経部詩類に見える『毛詩正義jか
f毛詩注疏jのどちらかだと判断する。計 109種。

一方、IBlmJ躍類に書名の見えないものjとしたのは、前掲の (9)r皇朝名公詩人膏稜j
などのように、 j羽庫類の資料には書名またはそれらしい書名は全く見えない場合のもの

である。附録3に掲げた。中に、「半山詩話J(480-4) (王安石の詩二話か)など11寺代も作

者も知り得ず、正体不明なものが若干含まれる。

幻雲抄に引用された漢籍 266種のうち、鴎j軍類に書名の見えるものは 203種、 1729

箇所あり、 1m庫類に書名の見えないものは 66穂、 331箇月Jfあると確認できた。なお、

今回これら凶庫類の資料のみを用いたが、 f千頃堂書自j(巻31総集類[補]宋に『詩
林再選jを録す)、 f車斎書録解題j(巻6J織宮類に f戦林jを録す)などを参照すれば、

書名の見えるものが更に数種ほど増える。けれど、研究対象とした漢籍266種という全

体の数が変わらず、以下4-2における検討に対してほとんど影響しない。

では、以上の調査結果からどのようなことがわかるだろうか。

4-2 幻雲抄における漢籍引用の状況及び室町時代における漢籍流布の状況

幻雲抄に引f目された漢籍が266種であり、先行研究の合計(165種)を超えている
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ことから考えれば、室1I汀時代にどのような漢籍が流布していたか、幻翼抄によって補足

できるということはあり得ょう。では、幻雲抄における漢籍引用の状況、そしてそこか

ら観察される室llQ"r時代における漢籍流布の状況について、先述の調査結巣に基づき、以

下の諸点をめぐって検討する。

①!羽部における分布について

前掲表3(計一)に見るとおり、203種中経部に24種(303箆所)、史部に41種(526箆所)、

子部に 65稜 (306笛所)、集部に 83種 (605箇所)とあるように、四苦ISのそれぞれに見

られる。しかも、その内部分布については、それぞれ経部に易類など7ジャンル、史部

に正史類など12ジャンル、子部に儒家類など 11ジャンル、集部に楚辞類など3ジャン

ルあり、合わせて 33ジャンルである(間-録2を参照)。つまり、幻雲抄に引用された漢

籍は、Wlm庫全書:Jに存するジャンル(計44)の三分のーにわたっている。このことから、
室町時代に流布する漢籍の範囲がどれほど幅広いものか明らかである。

②注自されるジャンルについて

33 ジャンル I=!::Jに含まれる漢籍の種類を見ると、例えば、史部官職類にわ~:!iQ.J . ~れ己
類に f越絶書j、子部兵家類に f尉綾子j.農家類に『潰砕録jとあるように、そのジャ

ンルに漢籍がl種のみの場合があるが、次の八つのジャンルにおいてそれぞれぬ麓ま

たはそれ以上見られる(詳細は附表2を参照)。最も多く見られるのは、集部に腐す詩

文評類で、 21程である。幻雲抄は三体詩の注釈として成立したということを考えれば、

詩文集類が最も多いというのは幻雲抄ー資料の個性だと理解されようでも、その他の 7

ジャンルは、やはり室町時代に流布する漢籍の主要なジャンルとその主要なものの一部

を示すと考える。

経部:小学類 10種 史部:正史類 13種

子部:雑家類 14種、類書類 16種、小説家類 16種

集部:別集類 宋以前 14種・宋以降 13程、総集類20種、詩文評類21種

③引用の頻度・回数について

幻雲抄において、『南芳書:，] (史部正史類)、 f賓退録J(子部雑家類)、 I皇IY1詩選J(集
部詩文評類)、 f東坂楽府，] (1m庫未収)、 WI当氏六IPI~ ，] (1司)などのように一、二箇所だけ

見られる漢籍もあれば、百数十笛所も見られる漢籍もあり、引かれる頻度において大き

く相違する(附録2と附録3を参HtO。次の表4に15箇所かそれ以上引用されるものを

まとめた。計30種であり 19、経・史・集の三部はそれぞれ7種で、子部は 5種である。

そのうち、唐代詩人の履歴や生涯を諦べるには不可欠で、ある『才子侍[，] (167箇所)、三

体詩に収める絶句を和す形で成立した「厳子安次三体唐詩三体家法絶句之和J(140箇所)

と「張格和唐詩正音J(33箇所)、唐詩選本という性格をもっ『唐音，] (84箇所)と唐詩

を対象とした詩文許類であるわ吾詩J(18箆所)の5種は、三体詩の注釈だから重んじ
て用いられ、必ずしも当時一般に流布する書物ではないと考えられる。それでも、この

5種を除いた 25種だけで、合わせて 733箇所となり、全引用箇所数2060箇所の三分の

一以上を占めるということである。つまり、これら幻雲抄に引用頻度の高い漢籍のうち、
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一部は f才子簿;などのように特に幻雲抄によく用いられる漢籍がある一方で、 f方輿

勝覧iなどのように幻雲抄に授らず、当時に一般に流布し、日常閲覧していた漢籍が多い。
事実、これら 30種中、 線を51いた6種以外はすべて先行研究にも見られるのである。

{表4]15筒所かそれ以上引用される漢籍(計30種)

四庫類に警名の見えるもの:26謹

ま王箆167(史・伝記) 方輿勝覧92(史・地理) 産主84(集・総集)
文選86(集・総集) 漁隠叢話 66(集・詩文評)事文類来 63(子・類審)

玉屑 56(子・類警) 韻曾 58(経・小学) 毛詩 50(経・詩類)

史記50(史・正史) 漢書49(史・正史) 新語審46(史・正類)

太平康記32(子・類審)東披集 36(集・別集) 玉海29(子・類書)

玉矯 27(経・小学) 左傍 23(経・春秋) 論語21(経・図書)

説文 21笛所(経・小学)増韻21(経・小学) 韻府 19(子・類書)

楚辞 19(集・楚辞類) 唐詩(唐詩紀事)18 (集・詩文評) 社集 16(集・別集)

資治通鑑 16(史・編年) 後漢書=15(史・正史)

四庫類に警名の見えないもの :4種

厳子安次三体唐詩三体家法絶句之手1J140 張格和唐詩正音 33

聯珠詩格 26 詩林再選 17

(※数字は笛所数。醤:名はi哨録2の通りで、書名が複数ある場合は最初jののみを示す。)

④現存しない漢籍の使用について

幻雲抄に引用された漢籍のうち、現存しないまたは中j雪国内に古くから散逸したとさ

れるものが少なくない。その一つに、表4に掲げた厳子安(1努の人)の「次三体唐詩三

体家法絶句之和J(599-20)が挙げられる O 実は、幻雲抄において、ほかにも「厳子安

次三体家法J(49-16)、「厳子安次唐詩三体家法J(81-12)、「厳子安次韻絶句J(88-23) 

とあるように、厳子安が三体詩の絶句を対象にして「和韻詩」の書を作ったという記録

を残している。それだけでなくJ和詩jは f子安和云Jなどの形で全文を引用しており、
計 163苦確認できた(これについて劉〈投稿中〉において議論している)。

(28)王玄担孟春風i暁過故候家逝入南問看麗華満|浪深紅i百j浅緑流f詩編住海

裳花 [290-2J

(29)雪云血旦上陽宮藤黍離々 千古成嘘事若疑偶怪黄昏人静後数声鳥鵠

i操寒枝盛王室 [212-17J

厳子安のほか、 f張桔手IJJ吾詩正音第五寄別朱拾遺J(225-14)、「張椅和唐音逢買島詩j

(1l1-12)などに見るように、 i現の張精は『唐詩正音jを対象にして「手IJ韻詩Jの書を

作ったと見られる。次に掲げた書物は、幻雲抄においてたいてい 1~3 笛所だけ引用さ

れたものだが、いずれも現存しない。そして、これらの漢籍はほとんど「引用型Jであ

るところが興味深く、その原本を復元するためのデータとして重宝すべきである。一方

では、これらの書物は現在存しないけれど、かつて室町時代において五山僧の関で使わ
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れていたことが明らかであろう。

唐登科記 (549-3)唐・李奔 察克夫詩話 (117-3)北宋・察居

王直方詩話 (537-5)北宋・王直方 古今詩話 (335-9)北宋・李j諒

間{専ifi之詩話 (431-11)北宋・陳輔之 玉林中興詩話 (72-16)南宋・黄昇

以上、本節では、 rrn部における分布・注目されるジャンJレ・引用の頻度・現存しない
漢籍の使用の 4点から幻雲抄における漢籍引用の状況を検討して、室IID'I時代における漢

籍流布の状況を把握してみた。

5 まとめと課題

本稿では、文献資料の考察という方法を用いて、幻雲抄に引用された漢籍 (266灘、

2060箇所)を見出した上、四部における分布・注目されるジャンル・引用の頻度・現

存しない漢籍の使用のι点から、幻雲抄における漢籍引用の状況を検討して、室町時代
における漢籍流布の状況を把握してみた。全体から、おおよそ次のようなことがわかっ

た。すなわち、(ア)幻雲抄に引用された漢籍は経史子集の合わせて計33ジャンルつま

り『四庫全書jの三分のーのジャンルに分布しており、室町時代に流布する漢籍のl陥広

いことが明らかになったo (イ)漢籍が10程またはそれ以上見られた集部詩文評類 (21

種)をはじめとする 8ジャンルは、幻雲抄にのみ多用されるものだけでなく、室IIrj'1I寺代

に流布する漢籍の主要なジャンルとその主要な漢籍の一部でもある。(ウ)引用頻疫の

高い漢籍 (30種)のうち、『才子侍jをはじめとする 5種は幻雲抄に多く見られるもの

だが、残り『方輿勝覧jなど25種の漢籍は当時日常的に閲覧され、一般に流布してい

るものと考えられる。(エ)r厳子安次三体唐詩三体家法絶句之和Jなど数種の漢籍は現
存しないが、幻雲抄にその原文の引用が確認できており、室町時代において流布してい

たことが明らかになった。

なお、本稿は室IID"時代における漢籍流布の状況を全体から把握しようとしたもので、

細部については検討することができなかった。例えば、「魯論Jと記したものは f論結j

とどういう関係にあるか。現存しないとされる『察寛夫詩話jは当H寺に存在していたの

か、それとも『若渓漁隠叢話jからの孫びきにしかすぎないのか。また、社甫詩に関し

て、三つある伝本のうちのどれから引用したのか。こういった漢籍の伝本や底本の問題

を当面の課題としておきたい。

一方、抄物資料はこれまでほとんど室町時代諾資料として扱われてきたが、 1頁あた

り漢籍の引用は3笛所 20も見られており、数種もの先行研究に指摘した漢籍の種類を

大幅に超えているという点からして、幻雲抄は漢籍流布の研究に有難い貴重な資料であ

り、幻雲抄の資料的性格を端的に示していると言える。本稿の議論を通して、大庭・王

(1996)の指摘した「抄物類を調査するj必要性が確認できたと同時に、 j英籍流布とい
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う観点からこれまで問題にしていなかった抄物が持つ新しい一面を窺うことができたと

考える。

注

時代産分については、その他厳 (992) では、 6 世紀~8 世紀、 8 世紀~ 12 世紀、 13 世紀~ 16世紀、

17 世紀~ 19 世紀中ばとする分け方をしており、室町時代を含む 13 世紀~ 16世紀を「以禅宗俗

的為主体的伝播形式J(36ペ)として考えられている。
2 錦 (2005a) と劉 (2005b)では、 f三体詩幻雲抄j巻一冒頭の 6首絶句についての抄文を調べ、
そのやに引用された漢籍を「単一の詩文J(22首、 27箇所)と「著作集J(57部、 147箇所)の二
類に整理した。なお、 f単一の詩文jと「著作集jとする分類のしかたについて後に 3-1でまた述
べる。

3 []中に、 2節で紹介する幻雲抄のテキストにおける所在の頁数を表し、必要でない場合は開始

頁のみを示す。なお、一部古体・異体の漢字・仮名は原員IJとして通行の字体にあらためた。また、

振仮名ヤ返り点、見消ち・挿入符・穿注・警き入れの指示などは反映していない。

4 玉海(使用した漢籍のテキストについて附録 1を参照。以下同様)巻第五十八には見えず、巻

一百五十八・宮室・宮に「曾要是年十月三日 改撃情宮之名Jとある。巻数の誤記か。
5 内藤 (964)は未見。大庭・王 0996(19べ>)の紹介による。

6 その他、同著 (43~ 46べ)では、 1211~!三に僧侶の俊抗は朱子 f四番集注j 初干IJ本を含む 719 巻

もある漢籍を日本に持ち滞ったと紹介したが、書名はあがっていない。また、聖一国師によって

1241年に持ち帰った千巻もの中国の寵;物(仏典を含む)のうちに漢籍も数多くあり、1353年編 f普
門院経論寧疏語録{話番等呂録jによれば94種あることを紹介した。ただ、その 94種のうち f太
平御覧Jrr-j:)席説jr呂氏家塾讃詩記jr楽善糸 r歴代地理指掌図jのわずか6部以外にすべて散
供した。

7 厳密ではないが、例えば大庭・王 (996)では、「毛詩正義J(杏雨書屋蔵)と「毛詩注疏J(足利
学校蔵)の両方を記しているが、本稿では 1種として見る。

8 その他、日本に存する三体詩の諾本については村上(1978 (27 ぺ~ 34ぺ)が詳しい。また、最

新の研究としては、協u斐 (2010(115 べ~ 118ぺ>)が挙げられ、 i司著ではi宇宙i韮FIすないし日本・

韓国に現存する詩本を調査している。

9 坪井(1977 (625 ペ~629 ぺ>)では、これら所説を51く禅僧の道号法詳を時代JII夏に並べて示して
いる。これによれば、そのうち義堂j司信 0325~ 1388)を含む4人は室町時代には生存しない。

本稿では室町時代を対象にしているので、厳密にその間人の説に引用された漢籍を調査の対象外

にすべきだろうが、今回一々に確認することができなかった。

10 もう一つ三体詩の抄物である f三体詩素隠抄iと比べると、幻雲抄における漢籍の引用が甚だし
いものとわかる。例えば、第一11IJ- (6首の絶句)に引用された漢籍 (f著作集jの類)として、幻

雲抄において 57部、 147笛所(注2を参照)見られる。これに対して、同じくその 6首につい

てだが、 f三体詩素鱈抄jにおいては「明皇雑録J(54べ). f資治通鑑J(59ベ)・「楚辞J(59ぺ)・
「史記J(64ペ)・「許彦周詩話J(68ぺ)・「才子侍J(68ぺ)のわずか6部しか見られない。

11 本稿では、 f全室集j(390-13) など禅僧の詩文集については調査の対象とするが、「枯崖漫録」
(74-12)イ体灯録J(337-7)など禅籍の類及び「大集経J(228-6)・「観経J(286-1)など仏典類
とその関係の審物については対象としない。およそ 25種あり、ほとんどー館所のみ現れている。

以下にほぼ時代Jlltiによって一覧する。( )内に通称、を、その前に幻雲抄に記す書名を入れる。
大集経(具名大方等大集経)、出i濯経、観経(仏説観無量寿仏経)、起信禽!怪談(起信論)、苦綾厳(大

切b頂苦綾厳経)、普住天子所間経、仁王護国般若波羅蜜経(仏説仁王護国般若波羅蜜経)、大般若
(大般若波歩蜜多姪)、倶舎領 (1兵舎論領)、瑞態傍(西方往生瑞路傍)、釈迦方志、大恵普説(大

M.¥普党禅師法語)、輩出記(起信論疏筆削記)、碧岩(仏果国情禅師碧岩録)、傍灯録(景徳傍灯録)、

龍釘'居士王日休浄土文(龍好浄土文)、枯崖漫録(枯崖和尚漫録)、釈氏通鑑(歴代編年釈氏通鑑)、

編年通論(陸輿仏教編年通論)、 19b祖統紀、 11:)峰広録(天目中峰和尚広録)、釈氏稽古略、 i首藍編、
続侍灯(続侍灯録)、山謎雑録、イ11I経(太上玄元開化合1I経品<道教典籍>)
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12 ここはfli耳元選挙jすなわちn部元天賀選挙jと記しているが、その中には見えない。そのかわり、f資
i台通鑑i巻二百一十六・唐紀三十二・玄宗天饗十裁の節にi司文のものが確認できた。者名の誤記か。

13 単一の詩文jの記し方について、劉 (2005a)4-1 fA作者名j、rc詩文の表題」と rD引用に
あった詩句jの項で詳しく紹介しており、参照されたい。

14 次の抄文中において、 f石内文集jと記して、「行尽湖西十皇松jから議後まですべて?石門文集j
からヲ i いたように見える。しかし、実はロヨ p~文集j には a だけが見え、 b の部分 l立見えない。

そのかわり f:fj!IJ瑚鈎詩話jの巻三に bとi司文のものが確認できた。その沓名を落としたからだろ
うか。

行尽云々 村議日五E立盆云 aJi足農!東丈皐弘j犯却系莫誤蕗J窓毛お験拠人地ヱ
棄民主怠経由是言之行尽字属社則可也 b毛造建受賞尖持参ゑj設えぷ鎚!ほffi霊
芝丸品会基事駒込え賞員長盗摩弘A越題腿葉支震誤診払え主息般東良三氏必奪還組
員集与llli云々 [91-12J

15 その中に、原文通りに丸写すという場合もあれば、必ずしもそうでない場合がある。例えば、前

掲 (3) については、 f論語注疏jに全く i司文のものが確認できた。これに対して、(11)に見
る「市蓮華歪今盤存 又嘗於宮中置長湯数十問屋Jという部分については、 f太平J長記j巻第
二百三十六・玄宗に「是蓮華至今道存 又替於宮中置長湯足立主JNJとあり、用語上や行文上の
相違が見られる。

16 ここは「本条云 江南道中春望杜牧赴宜ナH北算担幕府時作之[1l5-1JJと惑かれる抄文の「沈
体師」右芽に書き込まれている。

17 なお、注 12、注 14に述べた書名を誤記したり書名を落としたりすると考えられる場合について、

すべては確認できなかったため、一応幻雲抄の記載に従う。なお、こうした誤りは幻麓抄の成立

事情と底本の状況からして、作成者の幻雲らや後の転写者によるものか、本来先人の説にあった

ものかはi直ちに判断できない。これについてまた別稿で考えたい。

18 f単一の詩文Jについて、同棟にその詩文から原文を51いたか否かによって「引用型Jと「参!!官製」
とに分けてみると、うちに「引用型」は 89名、 268館所見られ、「参照型jは6名、 12館所見ら

れる(附表4を参照)。例えば、前掲の(l)や (5) は f楽天Jや「老社Jの詩の本文を示してい
る「引用型jである。一方、次のように、「王維jや「杜牧」のその詩の詩題のみで、本文を示し

ていないので、「参照型Jであろう。
補云王維送元二使安西詩社牧念昔遊詩戸手Ir雌異常能諾律故無害u![404-6J 

19 村上 (994)などでは、当時に宋の蘇東披と黄山谷がよく読まれたと指摘し、陳小法 (2007)に「披

別集J.f東披詩注jや「山谷集jなど記録されているが、本稿では11.1谷はこの 30離に入っていない。
実は、本稿の調査では「著作集jの類には「東披集J(36簡所)と「増注1l.J谷集J(9箇所)があり、「単
一の詩文Jの類には「東披(詩)J(49箇所)と fJJ.J谷(詩)J 06館所)がある。両方を合わせれば、
それぞれはあ箇所と 25笛所となり、いずれも多く引用される漢籍のグループに入る。やはり先

行研究の指摘を裏付けられる。

20 表 lにおいて紹介した通り、幻雲抄では、抄文は約 565頁あり、その中に引用された漢籍は剖

2060箇所見られたので、平均して 1頁あたり 3箇所以上となる。
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入れる。 1m庫類には幻雲抄の書名(最初に掲げるもの)と一致する場合は特に記さない。 2)幻雲
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名臣条外集・言行録外集(名i亘書行条)5、才子体(1吾才子億)141126 載記類:越絶啓 1 史鈴類
十七史詳節三国志・ j官者詳節・十七史(十七史群節)10 地理類:三輔賀翻・賛樹 5、元和志(元年j]郡

県志)1、方輿勝覧・方輿・勝覧・方輿勝覧続集・方輿続集78/14、大明一統志・一統志(明一統志)10、

商京紀(両京新記)1、会稽志2、南燦警(南康志)1 職宮類:六ょIl!- (J寄プてよ!~) 1 政欝類:通典詳節(杜
氏通典詳節)1、文献通考・通考8、漢官犠(i英官!日髄)1 自録類:集古録 (1孜E詩集古録)2 史評類

資治通鑑網目・通鑑網目・網目・朱子通鑑鱗自(朱子資治通鑑網13)512、十七史通安(十七史纂古通嬰)1、
登主1 匡誼儒家類:説苑 l、揚子(揚子法曹)1、桓i京新論帽子新論)1、程氏・程氏!約録(二程

遺書)2、朱子語録・語録(朱子語類)2 兵家類・尉綾子 1 法家類-韓~I:子 2 藤議定額:;FH砕録(分
門讃砕錦)1 医家類・千金方(千金嬰方)1、新修本草]、来rr編類鐙i盟注本草(類5査本主主)1、三国(三
部方)1 術数類:類編暦法通警大全l 芸術類笠和画持1、i蔀絵宝鑑・図絵宝鑑補遺5 雑家類・
准南子3/3、白虎通(白虎通義) 2、古今注 l、資Ill~集 1、容斎随鈴容京総経・谷斎四輩・容京五経 13、

資退録2、留学紀lio9/1、復斎設録(能改市没)2、風俗通(JmH谷通義)2/1、鹿史 l、冷斎夜話3、鶴林玉
露・鶴林3/1、類説 14、皇ijiJJ類苑(事管類苑)2 類宅整類:蓋茎(標題補注霊長求)1-初学記1、太平榔

覧・御覧5、事物紀原 1、海録砕事・砕事5、事文類来・事類来・事類・挙文・類紫・事続52/13、会芳備

担(全芳備担集)1、合壁前集(古今合壁事類備要前集)1、源流至論(新築決科古今源流至論)1、玉海・

玉28/1、韻府(韻}有群玉)18/1、氏族大全(排前増広事類氏族大全)2/1、事林lIl1記(新編纂国増額1別会
類要事林産量記)6/1、雑説(霊刊靖広分門類雑説)1、翰遣さ全審・全脊(新編挙文類緊翰墨全容)5/1、部

学大成(J辞新事儲詩学大成)2 小説家類.世説(世説新語)]、 i翠史有1i(唐国史有In1、lY3皐雑録3/1、
関元遣事 cl謂元天質遊撃)6、北夢現言 1、孫公談j面l、綴殺i録・南村畷耕録2/2、湖海新開(湖海新聞爽盤続志)
1、山海経 3/1、捜神記 1、援並盆~l、続斉諾記 2、社i滋雑矯(松:\滋雑縞) 1、関元侍信記1、太平積記・

瞭記28/4、述巽記 111 道家:老子経・老子(老子道徳詑)2、列子 l、荘子(荘子口義)13/1、やI1合h
傍 3/1 重量楚辞類楚辞・楚謂(楚辞率匂)15/4 5.Jlj集類く漢~五代〉綿条・削機(拘iJ調明集)3、
社集・杜詩某巻・社詩批点(集千家注杜工部詩集) 14/2、須渓校本王右丞集・王縦!~集・紺;集 4/3、な蘇州

集・須渓先生校本宣言謄物集4、韓文某巻(五百家注l弓禦文集)13/2、柳文某巻(榔河東集・柳先生文集)3、

孟東野詩集 1、李賀某巻(裳lE評点李長吉歌詩) 1 、白氏文集・自氏長慶集・楽天詩集・ I~氏集 7、焚)11捺(挺

111文集)3、丁IJIJ集2、雲選編・雲議集8、鄭谷集(鄭守愚文集)1、李群玉集・ 1洋玉集(李群玉詩集)2 
< ;1ヒ宋>和靖先生詩集(和靖詩集)1、範文正公別集 l、元監築(元豊類築)1、散防文忠公外集-1孜陽文集・
欧鵠修文集-1孜陽永叔集(文忠集)4、}苦士集1、臨)11(1塩川集) 111 、王知i]公詩集・ヨ;jtl]公集・~]公集(王

弗]公詩注)5、東披集・披集・披カ集・東披某巻(増刊校正王状元集註分類東披先生前F)34/2、増注山谷集・

山谷集・谷集・山谷某巻(山谷内集注・外集注)9、UJ:fr刀主主 l、大全朱子・大全(朱子文集大全類編)3、

陳後UJ集(後山集)1、石内文集(石門文字相手)2 く南米>梅渓集・梅渓先生後集3、犠誠斎集・江東集

(誠斎集)8、潤南集(潤南文集)1、戴石堺詩集(石扉詩集)2、部後村集・後村文集(後村集)4、;1ヒ夜Jil(北

硝集)1 く元>牧潜集・天隠文集 111]、蒲室集 l、樵雲独唱集(樵裳独唱)1 くIY3>蘇平イ11I文集1、11お

盛詩選 (1鳴盛集)1、全室集(全室外集)2/1、竹}苦集2、東里楊公文集(束盟全集)1 総薬類:文選

選・選六臣(六i主注文選)74/12、文選注 1、河岳英笠集2、中興問気集 l、文苑英悲し豆蓋宣選(唐百

家詩選)1、唐人絶句集・絶句集(万首唐人絶句)2、
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推測される作者名や饗名を( )内に入れる。

漢:東方朔傍2、三報!日事(趨岐)2、図経(巴郡図経)1 晋:風土記(腐処)1、賢志(郭義恭)1 晴

孝経述議(劉絃)1 窟:五臣(五臣注文選)1、唐史(畏競)1、金陵六朝記 1、盛氏雑録(嵐氏雑記)

1、括地志(李若手ら)3、唐登科記(李界)1、築中記(秦中歳時記、李主t!)1、格物論(虚鴻)1、白氏六帖・

六l貼(自居易)2 五代:3i.堂間話(王仁裕)1 宋:戦林(銭唐・楊侃)1、倦遊雑録(張姉正)1、

箕路軒記(唐子西)1、密経本主主・本主主・図経(蘇額)16、選斎閑覧(陳正敏)2、海裳記(陳立)1、古

文其宝(魁本大字消儒斐解古文真宝)1/1、薬究夫詩話(察居)3、王直方詩話(王直方)1、古今詩話(李

頗)1、陳輔之詩話 1、東披長短勾 1/1、東披楽府1、盤置基(張君房)1、百一選方(是斎百一選方、王謬)

1、百JII学海・学海(左圭)912、博開録・博開集(陳元観)1/1、玉林iや輿詩話(黄昇)1、四重量集(永嘉

四盤詩集)1、詩林高選・寓選(何新之)5/12、興地要覧(李和旋)2、盛111記拾遺(ト脅署名手)1、詩人膏複・

皇朝石公詩人管鼓4 先:1機珠詩格・詩格(fr!f宋子家i野手珠詩格、薬正孫)12/10、問先別記 l、江湖紀開

(新刊分類江湖紀問、郭符鼠)1、混一方輿勝覧(大元混一方輿勝覧)1、十九史略(梁孟寅)1、網自集覧・

集覧(通鑑鱗自集党、王幼学)11/1、蘇州府志・蘇汁i志(虚熊)6/3、古文句解(標音古文句解精粋大全、

何梅夫)2 明:羅山集(朱清)1、林弊集(呉中林弊集)1、婦回議(張椅)1、厳子安次三体唐詩三体

家法絶句之和・厳子安次唐詩三体家法・ j綾子安次三体家法・子安和三体・子安和 128/12、張椅和唐詩正音・

張椅和唐音・張椅和 32/1 不明なもの:掛韻 17/3、i吟鑑集2、中興i吟鑑 l、光獄英禁集 l、半山詩話 1、

三居士詩話l、詩家逸史 1、講武記2、監盤主主l、三百家詩選l

<附録4>r単一の詩文jの類
※1)基本的に作者名は抄文中の記し方の一つを掲げ、ほほ時代111<<によって配列する。 2)、3)、4)は

前記の附録2にi司様。

唐以前:曹子建2、淵明 7 唐:勝王関序(王勃)1、宋之!詰11、劉希夷 1、李白 612、社甫45、王縦t
l、王畠齢1、委主山詩 1、劉長郷l、本参2、高適 1、皇甫肉.1、銭起 l、韓矧2、饗輩l、呂調賓 l、柳宗元

5、孟郊 l、韓愈 11、白楽天・白楽天詩8、杢主主1、都民錫5、開港 1、張継 l、張籍l、元棋・元徽之2、

越椴2、挙制;l%2、j鼠庭鈎]、:tl:牧・小社 7/3、制r111、続i閥 l、李義山 2/1、ヰ&1洋玉 2、社宣盤1、武元
衡 1、禅月詩(貰休)1、王建l、李頻 l、鄭谷 l、孟遅2、緩隠2、辞能 1、南空間 l、滋陶 1、崖替 1、唐

笠宗(李七t)1、陳胸 1、李廓 1、張示O1、船子(船子和尚)1 宋:冠準 l、王元之 l、林和靖2、欧!場
公4、新j公(王安石)2、沈存中 l、蘇黄氏(蘇轍)1、東披46/3、参審 l、李元}際 l、山谷 16、際後山

後!.I.I2、張芸受2、呂居仁 l、韓子倉 lく以!こ北宋> fiti斎詩(陳与義)1、誠斎(楊万里)9、朱裏2、陸
放翁3、戴石j弄I、劉後村4、葉苔磯l、葉紹翁 l、I:nlr渓 l、方秋崖 1、張車 l、構明教(党活慧洪)1< 
以上m宋> 元.孟欝鱗 l、越子昂 l、黄晋自!IJ1、黄真卿 1、j翼伯生 2 明 :ftL進 1、季ii官・全室6
不明なもの:張IYJ達 1、劉清叔 l、何願寵 1

く付記>本稿は 2011:-:1三度中華人民共和国教育部人文社会科学研究一般項目(規則基金項目

llYJA751047) r日本五111僧的抄物 f三体詩幻雲抄j中波籍右目i状況与室町1Iす代的奴籍流布研究Jの研究
成栄の一部である。なお、本稿は f北京師範大学・筑波大学中日語言研究与語言教育研討会J(2010 iF 10 
月 16 日~ 17日於北京師範大学)における口頭発表の内容をもとに、大幅に加筆・修正を施したものであ

る。口頭発表の際に賞重な御教示をj場りました方々に、心より感謝申し上げる。

(リュウ レイ 北京師範大学外国語言文学学院EI文系副教授)
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